
本図面の各ページに記載している「工事名称」を次のとおり読み替えるものとする。

【図面の読み替え】

35 M-06 支障物件確認図　１･２階平面図（改修前）

課    長 副 課 長 課長補佐 課    員 担    当係    長主査兼係長

図面番号
通し

番号

01

02
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04

05

06

07
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09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

図面番号
通し

番号 図面番号
通し

番号図面名 図面名 図面 名

21

22

23

24

25

26

27

建物内仮設計画図

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

敷地内仮設計画図・概略工程表

仕上表

男子便所　断面詳細図（改修前後）

１階平面図（改修前後）

２階平面図（改修前後）

女子便所　断面詳細図（改修前後）

部分詳細図１

展開図（改修前後）

建具表（改修前後）

１、２階天井伏図（改修前後）

平面詳細図（改修前後）

部分詳細図２

トイレブース詳細図（参考図）

E-01

E-02

E-03

E-04

照明器具姿図、器具表、盤結線図

電灯設備１階平面図（改修前後）

電灯設備２階平面図（改修前後）

コンセント設備２階平面図（改修後）

付近見取図・配置図・支障物件図

付近見取図・配置図M-01

M-02 器具表・系統図

M-03

M-04

28

29

30

31

32

33

34 M-05

女子･男子便所平面詳細図（改修前後）

換気設備　女子･男子便所平面詳細図

１･２階平面図（改修後）

36 参考工程表

Ｒ８営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事

電特-01,02

電特-03,04

    電気設備工事特記仕様書(1)(2)

    電気設備工事特記仕様書(3)(4)

機特-01,02    機械設備工事特記仕様書(1)(2)

機特 -03  機械設備工事特記仕様書(3)

共 -01,02　　　　営繕工事共通仕様書(1)(2)

　　　　営繕工事共通仕様書(3)(4)共 -03,04

共 -05,06　　　　営繕工事共通仕様書(5)(6)

改特-01,02    建築改修工事特記仕様書(1)(2)

改特-03,04

改特-05,06

    建築改修工事特記仕様書(3)(4)

    建築改修工事特記仕様書(5)(6)

「Ｒ８営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事」
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◎受注者は，工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等仮設材設置を含む）

　着手までの調査を行い，「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の確認を受けてから工事着手すること．

◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設物の種類，

　位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない．

◎受注者は，工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し，支障を及ぼさないような措置を施さ

　なければならない．万一，損傷を与えた場合は，ただちに監督員に報告するとともに，施設の運営に支障がないよう

　受注者の負担でその都度補修又は補償すること．
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図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425

07A-01

【支障物件の確認　特記事項】
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(セミナーハウス)
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海南小学校

工事場所：徳島県立海部高等学校
住所：徳島県海部郡海陽町大里字古畑５８－２

付近見取図
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図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-74251/600

A-02 08

敷地内仮設計画図・概略工程表
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改修対象建物

工事関係者駐車場・資材置場

資材搬入経路

交

▼

１ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月 ５ヶ月

準備工事 準備工事（事前調査、施工図作成、承認、製作他）

仮設間仕切り工事

■概略工程表（参考）

2F 男女便所

1F 工事関係
 部分天井等

ガードマン(重機等出入り時の位置)
ＲＣ造：２階建

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



2
2
,
2
5
0

A

B

C

D

E

1 2 3

4
,
2
0
0

5
,
9
5
0

5
,
2
0
0

6
,
9
0
0

2
,
4
5
0

1
,
7
5
0

13,100450

1
,
7
5
0

5
,
1
5
0

5,700 7,400

2,100 1,500 600 1,500

5,700 7,400

465

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

2
,
9
0
0

A

B

C

D

E

3,200 2,500

5,700 7,400

1 2 3

13,100450

5,700 7,400

2,850 2,850

3
,
0
0
0

4
,
3
0
0

9
0
0

2
,
1
0
0

3
,
0
5
0

1
,
7
5
0

6
,
9
0
0

2
2
,
2
5
0

450

250200

450

2
,
3
5
0

5
0
0

1
,
3
5
0

3
0
0

2
,
6
5
0

4
,
2
0
0

5
,
9
5
0

5
,
2
0
0

作
業
員
動
線

作
業
員
動
線

作業員動線

作
業
員
動
線
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玄 関

ホール 研修室
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研修室10帖

女子宿泊室40帖
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仮設間仕切りB種 L=7.3m

仮設間仕切りB種 L=7.5m

仮設片開き扉：W900 H2000 木製合板貼程度鍵付

ｺﾞﾑﾏｯﾄ

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-74251/600建物内仮設計画図
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内部養生

作業員動線

通路養生　床：普通合板 t=3+塩化ﾋﾞﾆﾙ製床養生ｼｰﾄ

仮設間仕切壁：LGS(65型)下地 GB-Rt=9.5 片面 素地 仮設片開き扉：W900 H2000 木製合板貼程度鍵付

外部養生　床：ｺﾞﾑﾏｯﾄ W3000×D1700（玄関入口）

食　堂

※休業中

【凡例】

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



壁

仕上 下地仕上 下地

床 巾木

下地 仕上
備考廻縁 天井高

仕上

内　部　仕　上　表（セミナーハウス）

壁　：下地調整

モザイクタイル50角 既存のまま

和式便器撤去周囲：タイル撤去

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2

壁　：モルタル金コテ押え　AEP塗り 既存のまま

腰壁：陶器質100角タイル張り 既存のまま※打診により浮き部分は撤去

　　　一部ﾀｲﾙ撤去跡、増打ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ補修

腰壁：ﾀｲﾙ仕上 既存のまま

壁　：下地調整

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t=3 LGS 化粧石膏ボード t=9.5 塩ﾋﾞ 2,350

撤去
塩ﾋﾞ 撤去 2,400

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去,ｽﾃﾝﾚｽ上り框撤去

既存のまま

在来ﾀｲﾙ

H=100

モザイクタイル50角 既存のまま

和式便器撤去周囲：タイル撤去

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2

壁　：モルタル金コテ押え　AEP塗り 既存のまま

腰壁：陶器質100角タイル張り 既存のまま※打診により浮き部分は撤去

　　　一部ﾀｲﾙ撤去跡、増打ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ補修

腰壁：ﾀｲﾙ仕上 既存のまま

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t=3 LGS 塩ﾋﾞ 2,350

撤去
塩ﾋﾞ 撤去 2,400

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去,ｽﾃﾝﾚｽ上り框撤去

既存のまま

在来ﾀｲﾙ

H=100

床材張上げ

床材張上げ

階 室名
下地

モルタル下地　既存のまま
２
階

男子便所

和式便器撤去周囲：

均しﾓﾙﾀﾙt=15、ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞt=150撤去

和式便器撤去跡：

女子便所

改修前

改修後

改修前

改修後

モルタル下地　既存のまま

和式便器撤去周囲：

均しﾓﾙﾀﾙt=15、ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞt=150撤去

和式便器撤去跡：

ﾓﾙﾀﾙ塗り t=38+ｾﾒﾝﾄ系 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材 t=10

下地ﾓﾙﾀﾙ、押えｺﾝｸﾘｰﾄt=60、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設t=150 押えｺﾝｸﾘｰﾄt=115の上、

ﾓﾙﾀﾙ塗り t=38+ｾﾒﾝﾄ系 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材 t=10

下地ﾓﾙﾀﾙ、押えｺﾝｸﾘｰﾄt=60、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、

ﾓﾙﾀﾙ塗り t=38+ｾﾒﾝﾄ系 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材 t=10

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設t=150 押えｺﾝｸﾘｰﾄt=115の上、

ﾓﾙﾀﾙ塗り t=38+ｾﾒﾝﾄ系 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材 t=10

(C,CB壁) 既存のまま

(CB面台) 撤去

(C,CB壁) 既存のまま

(CB面台) 撤去

既存のまま

壁同材

既存のまま

壁同材

面台：(LGS下地) 新設

面台：(LGS下地) 新設

ケイカル板 t=6 底目張り VP塗り

LGS 化粧石膏ボード t=9.5 塩ﾋﾞ

撤去
改修前

改修後

玄関ホール

１
階

天井

既存のまま 既存のまま

既存のまま既存のまま

化粧石膏ボード t=9.5

化粧石膏ボード t=9
塩ﾋﾞ 一部撤去 2,800

2,800

LGS 塩ﾋﾞ

改修前

改修後

既存のまま 既存のまま

既存のまま既存のまま

塩ﾋﾞ 一部撤去

厨房

ケイカル板 t=6 底目張り VP塗り

LGS 撤去

LGS 撤去

LGS 撤去

LGS 撤去
2,400

2,700

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425NO SCALE仕上表
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2,400

2,700

ケイカル板 t=6 底目張り VP塗り

ケイカル板 t=6 底目張り EP塗り

一部　撤去

和式便器撤去,面台撤去

和式便器撤去,面台撤去

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425１階平面図（改修前後）
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1/100

１階平面図（改修後）　SC=1/100
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：改修範囲を示す

【凡例】
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ホール
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２階平面図（改修前）　SC=1/100 ２階平面図（改修後）　SC=1/100

：改修範囲を示す

【凡例】
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磁器47角モザイクタイル張り 既存のまま
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框:ステンレス板加工 t-2.0 撤去

壁:モルタル金コテ押え EP塗 既存のまま

(塗膜除去、モルタル塗りの浮き部は撤去)

(塗膜除去、モルタル塗りの浮き部は撤去)

壁:モルタル金コテ押え EP塗 既存のまま

廻縁:塩ビ 撤去 廻縁:塩ビ 撤去
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磁器47角モザイクタイル張り 既存のまま
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巾木:床材張り上げ H-100
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磁器47角モザイクタイル張り 既存のまま

耐水構造用合板t=12+15
メラミン不燃化粧板 t=3

小便器新設(設備工事)

汚垂石

洋式便器新設(設備工事)

廻縁:塩ビ 新設

壁:既存壁 下地調整の上

メラミン不燃化粧板 t-3

ＳＫ撤去(設備工事)

磁器47角モザイクタイル張り 既存のまま

コンクリートブロック下地 撤去

面台:陶器質100角タイル張り 撤去
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【共通凡例】
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腰壁:既存壁 下地調整の上、メラミン不燃化粧板 t-3

壁:既存壁 下地調整の上、メラミン不燃化粧板 t-3

面台 ポストフォーム t-20

２ＦＬ ２ＦＬ
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小便器　撤去（設備工事）

枠:既存 米栂 25×80 SOP塗替

改修前

改修後
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ビニル床シート t-2

セルフレベリング t-10
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セルフレベリング t-10
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図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359

R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425男子便所　断面詳細図（改修前後） 1/30

13A-07

枠:米栂 25×80 SOP 既存のまま

化粧石膏ボード t-9 張り 撤去 化粧石膏ボード t-9 張り 撤去

化粧石膏ボード t-9.5 (LGS下地共)

和式便器　撤去（建築工事）
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巾木:床材張り上げ H-100
磁器47角モザイクタイル張り 既存のまま
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壁:既存壁 下地調整の上、メラミン不燃化粧板 t-3

腰壁:面台撤去後 下地調整の上、メラミン不燃化粧板 t-3

面台 ポストフォーム t-20
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【共通凡例】
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図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359

R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-74251/30女子便所　断面詳細図（改修前後）

14A-08

ケイカル板 t-9 VP塗 撤去
ケイカル板 t-9 VP塗 撤去

ケイカル板 t-9 EP塗
ケイカル板 t-9 EP塗

化粧石膏ボード t-9.5 (LGS下地共) 化粧石膏ボード t-9.5 (LGS下地共)

和式便器　撤去（建築工事）
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図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359

R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-74251/30平面詳細図（改修前後）
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洋式便器新設(設備工事)

掃除用流し新設(設備工事)
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セルフレベリング材(ｱ)10の上、ビニル床シート t=2
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隔て板(ｱ)40 H=2,350
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ同材　2ヵ所

面台 ポストフォーム(ｱ)20
W120

洗面カウンター
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１ ステンレス仕上見切 新設 t-2 W40

ステンレス三方枠 新設 t-1.5 HL

和式便器撤去(建築工事)

和式便器撤去(建築工事)

和式便器撤去(建築工事)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ同材

展開方向
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【注釈】

和式便器撤去跡：スラブコンクリート補修（700×500）

：アルミジョイナーとする。

【注釈】

和式便器撤去跡：スラブコンクリート補修（700×500）

：アルミジョイナーとする。

和式便器撤去周囲スラブコンクリート撤去（700×500）

【注釈】

既存鉄筋(D10)はつり出し
和式便器撤去周囲スラブコンクリート撤去（700×500）

【注釈】

既存鉄筋(D10)はつり出し

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



ａ

リネン室

２階平面図　SC=1/100１階平面図　SC=1/100

【凡例】

：改修範囲を示す

③

③

リネン室

２階平面図　SC=1/100１階平面図　SC=1/100

【凡例】

：改修範囲を示す

③

③

ａ ａ

ａ ａａ ａ

ａ ａ

：天井点検口600×600

改修前

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425１、２階天井伏図（改修前後）

16A-10

1/100

改修後

①

PS

PS

休憩室

食品庫

厨 房

機械室

ホール

玄 関

男子便所

職員宿泊室

職員宿泊室

女子便所

シャワー室

洗面室

踏込

洗面室

シャワー室

厨 房

休憩室

食品庫

機械室

ホール

玄 関

男子便所

シャワー室

職員宿泊室

職員宿泊室

女子便所

シャワー室

洗面室

ホール

踏込

吹抜

吹抜

吹抜

吹抜

ホール

踏込

踏込

洗面室

天井点検口 ｱﾙﾐ 450角 撤去

②
天井点検口 ｱﾙﾐ 450角 撤去

① 天井点検口 ｱﾙﾐ 600角 新設

天井点検口 ｱﾙﾐ 600角 新設

②

天井点検口 ｱﾙﾐ 600角 新設

天井点検口 ｱﾙﾐ 600角 新設

PS

PS

PS

PS

PS

PS

記号 仕上

ケイカル板(ｱ)6 ＶＰ塗り 撤去

化粧石コウボード(ｱ)9 撤去

化粧石コウボード(ｱ)9 撤去(LGS下地共)

塩ビ廻り縁 撤去

①

②

③

記号 仕上

ケイカル板(ｱ)6 ＥＰ塗り

化粧石コウボード(ｱ)9.5

化粧石コウボード(ｱ)9.5 (LGS下地共)

塩ビ廻り縁 底目地

①

②

③

ａ

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



1/50

17A-11

展開図（改修前後） FAX：088-623-7425一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹R6.06
TEL：088-654-0359〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301図面名 縮尺竣工設計

(株 )林 建 築 事 務 所徳島県県土整備部営繕課
工事名 通し番号図面番号

１

2,850

2
,
3
5
0

Ａ

4,800

5
0

2
,
3
5
0

2
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
5
0

1
,
2
0
0

１

2,850

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

4
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

2
,
4
0
0

5
0

Ａ

4,800

1
,
2
0
0

5
0

男子便所 1:50A 男子便所 B 1:50 男子便所 男子便所C D1:50 1:50

１ Ｄ １ Ｄ

女子便所 女子便所 女子便所 女子便所1:50 1:50 1:50 1:50A B C D

5
0

1
,
1
9
0

6
0
0

5
6
0

2
,
4
0
0

5
0

2
,
3
5
0

2
,
4
0
0

2
,
3
5
0

5
0

4
0

1
,
1
2
0

4
0

5
6
0

3,200 4,800 3,200 4,800

1,850 2,950 2,950 1,350 500

化粧鏡
1,600×750

1
,
1
5
0

掃除用流し　撤去（設備工事）

２
ＴＢ

1
,
9
0
0

撤去

面台ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)30　撤去
ＴＢ
１ 撤去

1
,
1
5
0

1
,
5
0
0

化粧棚

アルミジョイナー

面台ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ（ｱ）20

掃除用流し新設（設備工事）

150 150
化粧棚 150

ＴＢ
５

アルミジョイナー

洗面カウンター

1
,
5
0
0

7
5
0

4
0
0

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
0
0

6
8
0

5
2
0

洋式便器新設（設備工事）
洋式便器新設（設備工事）

5
9
0

1
,
2
0
0

壁継目目地シーリング 壁継目目地シーリング

１

2,850

2
,
3
5
0

Ａ

4,800

5
0

2
,
3
5
0

2
,
4
0
0

１

2,850

1
,
1
2
0

4
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

2
,
4
0
0

Ａ

4,800

男子便所 1:50A 男子便所 B 1:50 男子便所 男子便所C D1:50 1:50

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
0
0

化粧鏡
1,600×750

1
,
1
9
0

面台ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ（ｱ）20

洗面カウンター 小便器新設（設備工事）

床：汚垂石

床：汚垂石

面台ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ（ｱ）20

150 150

120

洋式便器新設（2ヵ所）（設備工事）

化粧棚

アルミジョイナー

掃除用流し新設（設備工事）

7
5
0

4
0
0

1
,
1
5
0

壁継目目地シーリング 壁継目目地シーリング

１ Ｄ １ Ｄ

女子便所 女子便所 女子便所 女子便所1:50 1:50 1:50 1:50A B C D

5
0

1
,
1
9
0

6
0
0

5
6
0

2
,
4
0
0

5
0

2
,
3
5
0

2
,
4
0
0

2
,
3
5
0

5
0

1
,
2
0
0

2
,
0
0
0

3
5
0

5
0

1
,
2
0
0

4
0

1
,
1
2
0

4
0

3,200 4,800 3,200

1,850 2,950 2,950 1,350 500

洗面器撤去 掃除用流し　撤去（設備工事）

4,800

面台ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)30　撤去

1
,
2
0
0

1
,
1
5
0

柱側面ﾀｲﾙ浮き撤去 2列x2段

柱側面ﾀｲﾙ浮き撤去 2列x2段

木枠　撤去

木製建具　撤去

木枠　撤去

木製建具　撤去

2
,
0
1
5

3
3
5

ｽﾃﾝﾚｽ3方枠　新設

2
,
0
1
5

3
3
5

ｽﾃﾝﾚｽ3方枠　新設

化粧鏡撤去

面台ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)30　撤去

ｽｸﾘｰﾝ 3箇所　撤去

化粧鏡撤去

面台ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ(ｱ)30　撤去

天井

廻縁 塩ビ　撤去

腰壁

ケイカル板　t=6　底目張り　AEP塗　撤去（下地共）

陶器質100角タイル張り　既存のまま

（打診によりタイル浮き部分撤去）

壁 モルタル金コテ押え　AEP塗　既存のまま

巾木

床 モザイクタイル50角　既存のまま

和式便器撤去周囲：タイル撤去

天井

廻縁 塩ビ　撤去

腰壁

ケイカル板　t=6　底目張り　AEP塗　撤去（下地共）

陶器質100角タイル張り　既存のまま

（打診によりタイル浮き部分撤去）

壁 モルタル金コテ押え　AEP塗　既存のまま

巾木

床 モザイクタイル50角　既存のまま

和式便器撤去周囲：タイル撤去

壁

巾木

床

天井

廻縁

化粧石膏ボード　t=9.5

塩ビ

メラミン不燃化粧板　t=3

床材張上げ　H=100

ビニル床シート　t=2、一部汚垂石

壁

巾木

床

天井

廻縁

化粧石膏ボード　t=9.5

塩ビ

メラミン不燃化粧板　t=3

床材張上げ　H=100

ビニル床シート　t=2

改修前　男子便所

改修後　女子便所

改修後　男子便所

改修前　女子便所 木枠　既存のまま

木枠　既存のまま

既存木枠　SOP塗替

PS点検口　撤去

PS点検口　撤去

PS点検口　新設

PS点検口　新設

既存木枠　SOP塗替

タイル浮き撤去
撤去跡：セメント系下地調整厚塗材（CM-2）

面台ＣＢ壁　撤去

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＷＤ
１

１
Ｓ

ＷＤ
１

１
Ｓ

和式便器　撤去（2ヵ所）（建築工事）

和式便器　撤去（4ヵ所）（建築工事）

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事

１
ＳＤ

5
6
0

5
9
0

1
,
2
0
0

１
ＳＤ

１
ＳＤ

6
0
0

5
6
0

1
,
2
4
0

１
ＳＤ



改修前建具表（撤去）　SC:1/50

凡　　例

▽ＦＬ

備　　考

金　　物

塗　　装

硝　　子

材　　種

見　　込

数　　量

使用箇所

名　　称

姿　　図
（外　　観）

凡　　例

▽ＦＬ

備　　考

金　　物

塗　　装

硝　　子

材　　種

見　　込

数　　量

使用箇所

名　　称

姿　　図
（外　　観）

改修後建具表（新設）　SC:1/50

1/50 FAX：088-623-7425一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹R6.06
TEL：088-654-0359〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301図面名 縮尺竣工設計

(株 )林 建 築 事 務 所徳島県県土整備部営繕課
工事名 通し番号図面番号

建具表（改修前後）

A-12

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

36

ポリ合板

型ガラス t-4

枠廻 SOP

空錠、丁番、戸当り

ステンレス沓摺、ストッパー

２

１

１

２階男子、女子便所

２

200

ステンレス SUS304　ＨＬ

－

－

18

ステンレス３方枠

2,
0
1
5

700

2
5

2
,
0
15

25 25730

ＳＫ、掃除具入

1
,
5
7
0 1
,
0
80

4
0

41
0

4
0

200200

1,000

1,000

600

同左

２階女子便所

１

同左

－

－

2
0

1
,
7
2
0

6
0

1
,8
0
0

ＴＢ

４

1,530

830 600 100

700

3,015

同左

3,015

280100 430 405 600600600

２階女子便所

1,
0
4
0

1
,
0
0
0

4
0

2
0

1
,
7
2
0

6
0

1
,8
0
0

同左

１

－

－

トイレブース

３

ＴＢ

1,000

同左

815

107.5107.5 600

掃除具入

5
00 46
0

815

１

２男子便所

660

2
0

1
,
7
2
0

6
0

1
,8
0
0

4
0

同左

－

－

２

ＴＢ

１

ＴＢ

トイレブース

－

－

１

1
,8
0
0

1
,
7
2
0

6
0

2
0

２階男子便所
4
0

2,420

1
,
07
5

1
,
1
1
5

600 600470 600 150

2,420

ポリ合板

40

950

ＳＤ

１

スチール製片面フラッシュ片開きドア

２階男子、女子便所 ２階男子、女子便所

２

40

ボンデ鋼板(ｱ)2.3

SOP塗り

ステンレス丁番、取外しキーハンドル

25 25

2
5

25
1
,
2
0
0

6
3
0

630

※女子便所 開き勝手逆

ＴＢ

５

940

940

200 600 140

1
,
8
2
0

1
,9
0
0

2
0

6
0

4
0

1
,
5
6
0

1
,
6
0
0

同左

－

－

同左

２階女子便所

１

トイレブース

ステンレス巾木HL、フック

1,560

1
,
8
2
0

1
,9
0
0

2
0

6
0

4
0

同左

－

－

同左

２階女子便所

１

ＳＫ、掃除具入

ＴＢ

ステンレス巾木HL、フック

ケースハンドル、ブレビティヒンジ、アルミ笠木

４

6
2
0

6
6
0

700140 330

1,170

1,170

620
1
,
8
2
0

1
,9
0
0

2
0

4
0

6
0

同左

－

－

同左

２階女子便所

１

トイレブース

３

ＴＢ

1,
0
0
0

1
,
0
40

表示錠(非常時外開装置付)、戸当り、ブレビティヒンジ、アルミ笠木

ステンレス巾木HL、フック

40

600 100600775 920

2,995

2,995

1,480 1，475

1,000

表示錠(非常時外開装置付)､戸当り､ブレビティヒンジ､アルミ笠木

1
,
8
2
0

1
,9
0
0

2
0

１

同左

－

同左

２男子便所

ＳＫ、掃除具入

6
0

２

ＴＢ

4
0

ステンレス巾木HL、フック

700 500

1,515

315

1,515

－

ケースハンドル､ブレビティヒンジ､アルミ笠木

１

ＴＢ

トイレブース

6
0

２階男子便所

4
0

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)※標準柄木目含む

１

４０

－

－

2
0

1
,9
0
0

1
,
8
2
0

9
5
0

9
9
0

ステンレス巾木HL、フック

3,080

1,500 40 1,500 40

3,080

100 600 940 600 840

950

※女子便所 開き勝手逆

2
5

2
5

5
5
0

1
,
23
0

25 25630

１

ＳＤＳ

SOP塗り

ケースハンドル錠、マスターキー付

ステンレス丁番、アームストッパー

－

ボンデ鋼板(ｱ)2.3

40

(本館)１～４階女子便所内

スチール製片面フラッシュ片開きドア

表示錠(非常時外開装置付)、戸当り、ブレビティヒンジ、アルミ笠木

ステンレス支持金物、ステンレス頭つなぎ、ラバトリーヒンジ、表示錠、戸当り ステンレス支持金物、ステンレス頭つなぎ、ラバトリーヒンジ、表示錠、戸当り ステンレス支持金物、ステンレス頭つなぎ、ラバトリーヒンジ、ドアノブステンレス支持金物､ステンレス頭つなぎ､ラバトリーヒンジ､ドアノブ

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事

２



（接着張）

出隅：アルミジョイナーＣ型（製造者指定品）

（接着張）３

▼他部位仕上面

見切：アルミジョイナーＢ型

（製造者指定品）

1
0
0

巾木：床材張り上げＨ１００
●新設

アルミジョイナー（専用端部見切）

3

1
0
5

【小便器範囲】

目地：シリコンシーリング（製造者指定品）

3

5
5

40

100 100

200

（Ｃ型：１６３－４２６：杉田エース同等品以上）

付け鴨居：４５ｘ６０（杉）

フック：ＳＵＳ製サテン仕上（耐荷重２５ｋｇｆ）

付属ＳＵＳ皿ビス２本止め

Ｆ
Ｌ
＋
１
,
７
０
０

（
協
議
に
よ
り
決
定
）

←壁面

ビス頭埋木

ＳＯＰ塗

※挽き立て寸法

≒5

壁

壁：ＥＰ塗（モルタルこて）

既存ＲＣ壁 既存ＲＣ壁

25

30

25

30

●塗膜除去

●モルタル塗りの浮き部は撤去（周囲カッター入）

腰

セメント系下地調整厚塗材（ＣＭ－２）

▼既存腰壁境界

（専用接着剤） ※専用役物共

●新設

注．モルタル面は専用プライマー塗布

腰：１００角半磁器質タイル張

●在来のまま

●浮き部は撤去（目地沿いカッター入）

（専用接着剤）

セメント系下地調整厚塗材（ＣＭ－２）

■壁下地調整：モルタル面

■壁下地調整：タイル面

■壁下地補修：既存タイル浮き撤去範囲

小便器面台撤去沿い部一部補修塗り範囲も同じ

※不陸範囲専用テープ調整

150

25

Ｌ１３０

両端アルミアングル

両面ポリ合板フラッシュｔ２５

←壁面

ＳＵＳ皿ビス固定

Ｌ－２０ｘ２０ｘｔ１.５

出幅
見掛り小口

（
協
議
に
よ
り
決
定
）

Ｆ
Ｌ
＋
１
,５

０
０

（長さは平面詳細図参照及び製作は実測による）

メラミン化粧樹脂貼

平面：入隅　１／３平面：出隅　１／３平面：見切(端部・取合)　１／３

化粧棚（奥行150）

※各壁面の下地仕様は、仕上表等別図参照．

目地：シリコンシーリング（製造者指定品）

巾木廻り断面　１／３ 男子便所：巾木廻り断面（小便器：床汚垂石張り）　１／３断面図　　１／５

断面図　１／５ 姿図　１／５

（改修前）壁断面詳細図　１／３ （改修後）壁断面詳細図　１／３

掃除具掛：各階各トイレ

（接着張）
メラミン不燃化粧板張 t3

メラミン不燃化粧板張 t=3

メラミン不燃化粧板張 t=3

平面　１／３

既製品汚垂石張 t=5程度
（ＳＬ工法ｔ１０）

メラミン不燃化粧板張 t=3（接着張） メラミン不燃化粧板張 t=3（接着張）

ビニル床シート張 t=2

≒6

3

1

5

6

35

壁：メラミン不燃化粧板張 t=3

（改修前後）内壁断面詳細図

7
5
0

▼化粧鏡天端

▼ＦＬ

1
,
9
0
0

550

手洗いカウンター

化粧鏡

面台壁

自動水栓

洗面器

開き戸

巾木

排水金具

既存壁（ＲＣ壁）

断面図　　１／２０

※位置：２階：男女便所

※数量：計２箇所（長さは平面詳細図参照）

▼面台天端

4
0
0

7
5
0

7
5
0

化粧鏡

▼ＦＬ

姿図　　１／２０

7
5
0

4
0
0

女子＝３箇所

男子＝２箇所※数量：計５箇所 ※数量：計４箇所 男子＝２箇所（２箇所ｘ１階分）

女子＝２箇所（２箇所ｘ１階分）

壁・巾木及び取り合い沿い：メラミン不燃化粧板張 t=3（専用役物共）

洗面カウンター１式（洗面器・自動水栓・排水金具）　及び化粧鏡

・洗面器：ベッセル式

・排水金具：洗面器製造者専用品

・自動水栓：発電型

・化粧鏡：耐食鏡、ｔ５、フリーサイズ又は分割式、枠は製造者仕様による。

※仕様：（各手洗いカウンター毎の自動水洗の数量及び化粧鏡の全体姿図及び長さは、平面詳細図等参照）

※特記仕様

・水栓・排水金物への給排水管接続は、別途設備工事とする。

・製作図段階で設備配管等の納まりについては関連工事と調整すること。

35

120

・手洗いカウンター：奥行５５０、人工大理石、前面扉式

※位置：２階男女便所（図示による） ※位置：２階男女便所（掃除具入）

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425部分詳細図１

A-13 19

1/3、1/5、1/20

（製造者指定品）
入隅：アルミジョイナーＥ型

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



改修後仕上材面→

※壁仕上材製造者指定品：見切

既存ＲＣ壁※壁仕上材製造者指定品：見切

90
1
3

12.5

2
0

10

面台 ポストフォーム t=20

メラミン不燃化粧板張 t=3

耐水構造用合板 t=15+12

LGS90下地

面台（小便器取付）

改修後仕上材面→

※壁仕上材製造者指定品：見切

▼ＦＬ

※壁仕上材製造者指定品：見切

面台 ポストフォーム t=20

メラミン不燃化粧板張 t=3

LGS90下地

※壁仕上材製造者指定品：見切

▼ＦＬ

目地：シリコンシーリング（製造者指定品）

汚垂石 t=5程度
（ＳＬ工法）

2
0

1
0
0

10

120

GB-S t=12.5

巾木：床材張上げ H100

1
,
1
501
,
15
0

既存ＣＢ壁

面台壁断面詳細図　　１／１０ 面台壁断面詳細図　　１／１０

120

※面台長さは、平面詳細図参照 ※面台長さは、平面詳細図参照

面台（洗面カウンター等取付）

和式便所撤去跡スラブコンクリート補修詳細図

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425

A-14 20

部分詳細図２ 1/10

断面図　　１／１０

重ね溶接(同左)

既存鉄筋D10

コンクリート Fc=21 S=18

D13@200

D10@200

重ね溶接(片面10d又は両面5d＋余幅両側1d)

ビニル床シート t=2

2
3
8 10

セルフレベリング材 t=10

モルタル塗り t=38

かさ上げコンクリート

D10+D13@300

35
1
3
0

18
0

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事
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0
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2
0
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内開き仕様

6
0

外開き仕様

2
0
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D
H
=
1
8
0
5

40

33 3 3

6
2

20

2
0

4
0

2
0

40

2
0

4
0

15

Ｗ　550・600

ＤＷ　544・594

120 Ｗ　550・600

ＤＷ　544・594

MIN100

20

内開き仕様 外開き仕様

Ｗ　550・600

3 3

ＳＫ取手

ＤＷ　544・594

4
0

笠木：アルミ形材

軸組材：木材

裏打材：2.5ｔ　ＭＤＦ

表面材
メラミン化粧合板

防水処理

アジャスター：ABS成形品

巾木：SUS304

防水処理

戸当り付帽子掛け：SUS304

笠木戸当り：非常解笠木戸当り（ベスト　NO.630)

笠木戸当り：SUS304

90°ストッパー：SUS304

防水処理

グレビティヒンジ：SUS304

コーナーメンバー
：アルミ形材

非常時外開用パネルエッジ：アルミ型材

軟質ビート

グレビティヒンジ

（指詰防止仕様）

スタートＣメンバー

：アルミ形材

表示付ボルト：SUS304

（非常解錠装置付）

ドア縦カマチ：アルミ形材

戸当りメンバー
：アルミ形材

スタートＣメンバー

：アルミ形材

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359

R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425NO SCALE

A-15 21

トイレブース詳細図（参考図）

参考図

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



工事名：Ｒ８営繕 海部高等学校 海・大里 トイレ改修工事

Ⅲ． 電気設備工事特記仕様書      
１章 一般共通事項

１． 官公署その他への届出手続等

① 本工事に必要な工事用電力、水などの費用及び官公署への諸手続などの費用は本工事に含む。

官公署その他への届出手続等は（標仕<1> 1.1.3）により行う。なお、監理指針<1>1.1.3を参考とする。

・ 自家用電気工作物の保安規程（  ・ ）

・ 既存施設の保安規程を適用する場合の工事、維持、運用に関する保安業務は電気主任技術者との協議による。

・ 本受電後引渡しまでの基本料金（ ・  ）

② 官公署その他への届出手続等を行うにあたり、届出内容について、あらかじめ監督員に報告する。

③ 官公署その他関係機関の検査に必要な資機材及び労務等は本工事で提供する。

２． 技能士

技能士の適用については、次の技能検定作業（以下「作業」という。）のうち、各工事毎に適用する作業を指定するものとする。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

(注) 表中○印の入った作業に係る技能士を本工事で活用する。

３． 養生等

① 本工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。

工事種目 技能検定職種 技  能  検  定  作  業

仮設 とび とび作業

本工事に関し定める 既存施設の保安規程を適用（改修・増築等)

本工事 別途

技能士は、職業能力開発促進法による一級又は二級技能士の資格を有する者とし、資格を証明する資料を監督員に提出すること。技能士は適用する工事作業中、1名以上の者が自ら
作業するとともに、他の技能者に対して施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。

技能士は、氏名、検定職種、技能士番号等、県が指定した内容を記載した名札等により、資格を明示するものとする。なお、指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとす
る。

 シーリング防水工事作業

 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

型枠 型枠施工  型枠工事作業

鉄骨 鉄工 構造物鉄工作業

鉄筋 鉄筋施工  鉄筋組立て作業

コンクリート コンクリート圧送施工  コンクリート圧送工事作業

屋根及びとい 建築板金  内外装板金作業

かわらぶき かわらぶき作業

金属 建築板金  内外装板金作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ常温粘着工法防水工事作業

FRP防水工事作業

タイル タイル張り タイル張り作業

木 建築大工  大工工事作業

防水 防水施工 アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

 アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

 塩化ビニル系シート防水工事作業

 セメント系防水工事作業・

左官 左官 左官作業

建具 建具製作 木製建具手加工作業

木製建具機械加工作業

サッシ施工 ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ガラス工事作業

塗装 塗装 建築塗装作業

内装 内装仕上げ施工 プラスチック系床仕上げ工事作業

カーペット系床仕上げ工事作業

鋼製下地工事作業

ボード仕上げ工事作業

植栽 造園 造園工事作業

機械設備 冷凍空気調和機器施工 冷凍空気調和機器施工作業

カーテン工事作業

木質系床仕上げ工事作業

表装 表具作業  壁装作業

配管 配管 建築配管作業

電特ｰ01 電気設備工事特記仕様書(1)設計者情報：株式会社 林建築事務所 管理建築士 林 茂樹 番号 第100387号

工事名：Ｒ８営繕 海部高等学校 海・大里 トイレ改修工事

４． 機材の品質等

① 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等のものとする。ただし、同等のものを使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

②

1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

3) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

4) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

5) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

③ 機器類は、図示する形状又は配管などの取出し位置等により、特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない。

④ 機材の検査に伴う試験については、 標仕 <1>1.4.5により行う。また、製造者において試験方法を定めている項目については、 試験要領書を提出する。

５． 施工調査

① 工事の着手に先立ち、実施工程表及び施工計画書等作成のための必要な調査・打合せを行うこと。

②

２章 共通工事

１． 耐震施工 （参考図書：建築設備耐震設計・施工指針（2014年版））

① 設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階に応じて、次の設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、破損等が生じないようにする。

なお、施工に先立ち、耐震計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものとする。

・ 設計用水平地震力

機器の重量（kN）に、地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、設計用標準水平震度は、特記なき場合は下表による。

・ 設計用鉛直地震力

設計水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・ 施設の分類、地域係数

施設の分類（  ・ )  地域係数（ 1.0 ・ 0.9 ）

・ 重要機器

（   ・  ・  ・     ・ 

  ・  ・ ・ ）

・ 設計用標準水平震度

(注)  ・ 上層階の定義は次のとおりとする。

2～6階の場合は最上階、 7～9階の場合は上層2階、 10～12階建の場合は上層3階、 13階以上の場合は上層4階

・ 水槽類にはオイルタンク等を含む。

② 質量100kg以下の軽量な機器（標仕の適用を受けるものは除く）の取付については、機器製造者の指定する方法で確実に取付けを行うものとし、特に計算を行わなくともよい。

③ 横引き配管等の耐震支持は、施設の分類に応じたものとする。

２． あと施工アンカー

あと施工アンカーボルトの選定については、次による。

① 機器類の固定には、金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーを使用し、重要機器及び次の機器については、施工後確認試験を行う。

（ ・ ・ ・ ）

・ 試験方法    引張試験機による引張試験とし、確認強度まであと施工アンカーを引張るものとする。

・ 試験箇所数  対象機器、径毎に対し1本とし、無作為に抜き取る。

②

③ 屋外に使用するものはステンレス製又はJIS H 8641「溶融亜鉛めっき」に規定するHDZT49以上の溶融亜鉛めっきを施したものとする。

(ただし、コンクリート内に施工するあと施工アンカーは除く)

３． 非破壊検査

① はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工に当たり、埋設物の事前調査を行い、監督員に報告すること。

②

LED照明器具 一般屋内用に限る

盤類 分電盤（OA盤・実験盤を含む）、制御盤、キュービクル式配電盤高圧スイッチギヤ（CW形、PW形）

高圧機器 高圧交流遮断器、高圧進相コンデンサ、高圧限流ヒューズ、高圧負荷開閉器高圧変圧器（特定機器）、高圧避雷器

下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の①から⑤の事項を満たすものとし、証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたものを示す書面を提出して監督
員の承諾を受ける。

品名 機  材  名  ・  注  記

監視カメラ装置

中央監視制御装置 簡易形監視制御装置、監視制御装置

工事の施工に先立ち、工事関連部分の事前調査（支障物件の調査・確認を含む）及び工事関係者（施設管理者・電気主任技術者・関係官公庁等）との事前打合せを実施し、その結
果を監督員に報告する。

特定の施設  一般の施設

蓄電池 ベント形据置鉛蓄電池、制御弁式据置鉛蓄電池、据置ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

交流無停電電源装置 常時インバータ給電方式（定格出力300kVA以下のもの）、ラインインタラクティブ方式常時商用給電方式、常時インバータ給電方式（簡易型）
常時商用給電方式，常時インバータ給電方式（簡易型）

太陽光発電装置 パワーコンディショナ及び系統連系保護装置
※系統連系保護機能を有するパワーコンディショナを含み、太陽電池アレイ及び接続箱を除く。

特定の施設 一般の施設

設置場所 機器種別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

配電盤 防災用発電装置 直流電源装置 交流無停電電源装置 交換機

火災報知受信機  中央監視制御装置 構内情報通信網装置    ・

1.5

水槽類 2.0 1.5 1.5 1.0

上層階、
屋上及び塔屋

機器 2.0 1.5 1.5 1.0

防振支持の機器 2.0 2.0 2.0

1.0

水槽類 1.5 1.0 1.0 0.6

中層階 機器 1.5 1.0 1.0 0.6

防振支持の機器 1.5 1.5 1.5

0.6

水槽類 1.5 1.0 1.0 0.6

１階及び地下階 機器 1.0 0.6 0.6 0.4

防振支持の機器 1.0 1.0 1.0

配管の吊り及び支持材の固定には、その自重に十分耐えうるアンカーを使用する。なお、耐震支持に使用する躯体取付用のアンカーは金属拡張アンカーおねじ形又は接着系アンカーとす
る。

施工場所を鉄筋探査機により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う。なお、探査の結果、放射線透過検査を必要とする場合については、監督員と協議の上、適切に対応するもの
とする。
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工事名：Ｒ８営繕 海部高等学校 海・大里 トイレ改修工事

４． 試験

① 試験項目は、標仕<2> 2.18.2により行う。なお、監理指針<2> 2.18.2を参考とする。

② 照度測定の測定方法は、JIS C 7612を参考とする。

③ 次の項目は、施工前と施工後に行うものとする。

・   ・

５． 接地工事

接地極の材料は下表による。ただし、これによりがたい場合は、監督員と協議すること。

(備考)  EBの長さは、D=14の場合は1,500、W=30の場合は900、W=40の場合は1,200とする。    

接地極の埋設位置には、 屋外灯のポール等で埋設位置が明確な場合を除いて接地極埋設標を設ける。

６． その他共通事項

① 配管工事

・ 最上階の天井配管は、原則二重天井内の隠ぺい施工とし、屋上スラブへの埋め込みは行わない。（最上階が二重天井の場合に限る。）                   

・ 長さ1m以上の入線しない電線管には1.2㎜以上のビニル被覆鉄線を挿入する。（標仕<2>2.2.9、<2>2.12.4）

・ 屋外の防水形プルボックスは、（   ・ ・ ）とし、（ ・ ・ ）   

とする。         

・ 屋外敷設の厚鋼電線管は、めっき付着量が300g/m2のものを使用し、原則塗装不要とする。    

② 配線工事

・ 高圧ケーブルの種類（EM-高圧架橋ポリエチレンケーブル）は、JCS 4395「6,600V架橋ポリエチレンケーブル（3層押出型）」によるものとする。

③ 塗装工事

・ 機械室、隠ぺい部を除く露出する電線管、支持金物、架台等は塗装を行う。

・ 屋内、屋外及びピット内の支持金物等のうち、ステンレス製、溶融亜鉛めっき製及び溶融亜鉛めっき(HDZT49)と同等の耐食性能を有する製品は、原則塗装不要とする。

④ 配線器具

・ 図面に記載なきフラッシュプレートの材質は、新金属製とする。

⑤ 支持金物等

・ 屋外及びピット内の支持金物等は、ステンレス製、溶融亜鉛めっき製(HDZT49以上)及び溶融亜鉛めっき(HDZT49)と同等の耐食性能を有する製品の何れかを使用する。

⑥ 用途別表示

・

なお、屋外において直接外気に触れる場所（盤内、プルボックス内を除く。）及びマンホール・ハンドホール内の表示札等はエッチングプレート等の耐候性を有するものとする。

・ カバープレート及びプルボックス蓋にはシール等で用途別表示を行う。なお、屋外部分の表示はエッチングプレート等の耐候性を有するものとする。

⑦ その他

・ 分電盤、制御盤、端子盤などの2次側以降の配線で、配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは監督員との協議により図面表示と多少相違させてよい。

・ 分電盤からの予備配管として、分電盤の予備回路数（スペースを含む）に応じた配管を天井裏まで立上げる。

・ 改修又は増設工事等において既設配線との接続が本工事に含まれる場合は、工事着手前及び工事完了後に既設配線の絶縁抵抗を測定する。                

３章 電灯設備

１． 照明器具

 LEDモジュールの光源色は、監督員との協議により、標準図に規定する光源色を変更できる。ただし、非常照明用及び誘導灯用を除く。

２． 非常用照明器具の照度測定

設置した各室の2箇所以上で行うものとし、詳細は監督員との協議による｡ 

照度測定 絶縁抵抗測定

接地極の種類 記号 接地抵抗値 接地極の材料（寸法mm）

・ 共同接地（A・C・D種） EA・C・D 10Ω以下 EB（D=14又はW=40）×3連－2組

・ 共同接地（A・B・C・D種） EA・B・C・D Ω以下 EB（D=14又はW=40）×3連－2組

・ C種 EC 10Ω以下 EB（D=14又はW=40）×3連－2組

・ D種 ED 100Ω以下 EB（D=14又はW=40）×1

・ A種 EA 10Ω以下 EB（D=14又はW=40）×3連－2組

・ B種 EB Ω以下 EB（D=14又はW=40）×2連－2組

・ 高圧避雷器用 ELH 10Ω以下 EB（D=14又はW=40）×3連－2組

・ 交換機陽極用 Et 10Ω以下 EB（D=14又はW=40）×3連－1組

・ ELCB用 EELCB Ω以下 EB（D=14又はW=40）×1

・ 雷保護用 ELA Ω以下
・ EP－0.6×2
・ EB(D=14又はW=40）×  連－  組

・ 各種通信機器用 EDa 100Ω以下 EB（D=14又はW=40）×1

・ 保安器用 ELt 100Ω以下 EB（D=14又はW=40）×1

・ 本配線盤保安装置用 EAt 10Ω以下 EB（D=14又はW=40）×3連－2組

・ 拡声増幅器用 EDt 100Ω以下 EB（D=14又はW=40）×1

無塗装  

盤内、幹線プルボックス内、ケーブルラック上の要所、マンホール・ハンドホール内、その他の要所には合成樹脂製、ファイバ製等の表示札等を取付け、回路の種別、行先等を表示する.
（標仕 <2>2.2.10、<2>2.12.5）

・ 測定用補助 EO － EB（D=14又はW=30）×1

ステンレス製 鋼板製 樹脂製 メラミン焼付塗装  溶融亜鉛めっき
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工事名：Ｒ８営繕 海部高等学校 海・大里 トイレ改修工事

４章 その他

１． 機器取付高さ

次表を標準とする。ただし、天井高がFL+3,000以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は、監督員と協議する。

２． 配線記号等

① EM-EEFケーブルにて、4芯以上の配線を布設する場合、全部又は一部に4芯のものを使用しても差し支えない。

② 図面に明記なき配管は次のとおりとする。

(G16)  (G22)  ･･･  厚鋼電線管（JIS C 8305「鋼製電線管」によるもの）を示す。

(16)   (22)   ･･･  PF管（単層管）（JIS C 8411「合成樹脂製可とう電線管」によるもの）を示す。

(19)   (25)   ･･･  ねじなし電線管（JIS C 8305「鋼製電線管」によるもの）を示す。

③ EM電線及びEMケーブルの表記において、「EM」が省略されている場合は、「EM」付きの表記のものに読み替える。

名      称 測点 取付高(mm) 備考

【電力共通】

【電灯】

分電盤 床上～中心 1,500 上端1,900以下とする

積算計器 地上～窓中心 1,800～2,000

引込開閉器 床上～中心 1,800～2,200

コンセント（一般） 床上～中心 300

〃    （和室） 床上～中心 150

スイッチ 床上～中心 1,300

熱線センサ用スイッチ 床上～中心 1,800

〃（車椅子用） 床上～中心 900

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100～2,300

〃    （台上） 台上～中心 150

〃    （土間） 床上～中心 800～1,300

多機能便所スイッチ 床上～中心 1,100

【動力】

〃    （踊場） 床上～中心 2,000～2,600

〃    （鏡上） 鏡上端～中心 150

制御用スイッチ 床上～中心 1,300

【構内交換・構内情報通信網】

壁掛形制御盤 床上～中心 1,500 上端1,900以下とする

手元開閉器 床上～中心 1,500

壁付アウトレット（一般） 床上～中心 300

〃         （和室） 床上～中心 150

端子盤 床上～下端 300

保安器箱 天井下～上端 200

子時計 床上～中心 天井高×0.9

【拡声】

【電気時計】

壁掛形親時計 床上～中心 1,500 上端1,900以下とする

【情報表示】

情報表示盤 床上～中心 天井高×0.9

壁掛形スピーカ 床上～中心 天井高×0.9

壁付アッテネータ 床上～中心 1,300

受付押しボタン（一般） 床上～中心 1,300

電源箱 床上～下端 300

壁付発信器 床上～中心 1,300

ベル・ブザー・チャイム 床上～中心 2,300

〃    （外部受付） 床上～中心 標準図による

〃    （モニタ付） 床上～中心 1,400

【誘導支援・呼出】

壁付インターホン（一般） 床上～中心 1,300

〃         （和室） 床上～中心 150

呼出ボタン（多機能便所） 900(400) （400）は床に転倒した場合を考慮した取付高さを示す

〃    （カメラ付） 床上～中心 1,100～1,400

壁付位置ボックス（一般） 床上～中心 300

直列ユニット（一般） 床上～中心 300

〃      （和室） 床上～中心 150

【テレビ共同受信】

機器収容箱 天井下～上端 200

機器収容箱 床上～中心 800～1,500

発信器 床上～中心 800～1,500

【火災報知】

受信機・副受信機 床上～中心 1500

【ガス漏れ検知】

ガス漏れ中継器 天井下～中心 300

警報ベル 天井下～上端 200

表示灯 天井下～上端 200

検知器（都市ガス） 天井下～下端 300

〃    （LPガス） 床上～下端 300
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盤 名 称

構 造

配 線 用 遮 断 器容量(KW) 負 荷 名 称

1

2

ELB 2P30AF20AT1E

ELB 2P30AF20AT1E

ETﾊﾞｰ

L-2WC

800

800

露出型鋼板製既製品

標準色塗装

男子便所
コンセント

女子便所
コンセント

記 号 名　　称　・　仕　　様 備 考

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

換気扇 別途空調工事

天井取付ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ親機(明るさｾﾝｻ付）RAS

天井取付熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ子器5mA 12V DCCL

天井取付熱線ｾﾝｰ付自動ｽｲｯﾁ子器 1A,AC100V 換気扇100WCLF 検知後換気扇連続動作時間10Sec～30Min可変形

Ｄ ＬＥＤスクエアベースライト
埋込型　下面開放型　□６００

ＬＲＳ１５－６－５８ＬＮ

ＬＥＤ非常灯　自己点検機能付

Ｋ１－ＬＲＳ１１－２

ＬＥＤウォールライト　２０形

ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－１３ＬＮ

ＬＥＤダウンライト　１００形Ｃ

ＬＲＳ１－０８ＬＮ

ＢＬＥＤ直付形４０形　防湿型・防雨型

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－４－４６ＬＮ

E非常

既設電灯盤L-2主幹2次側に接続

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　1種防水

壁面溝はつり補修

壁貫通はつり補修

ET 埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A×1,ET 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

O.B 位置ボックス　　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ中浅

取替

Ａ４６Ｗ

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425照明器具姿図、器具表、盤結線図

E-01 24Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事

8A,AC100V 10Sec～30Min可変形



既設設備を示す

IV 1.6 x 2 (19)

IV 1.6 x 3 (19)

電線、ケーブルは撤去、配管は可能な限り撤去すること

記号 出力(W) 灯数 形状 台数

FL40 直付け

FL20 2

2
2
,
2
5
0

A

B

C

D

E

1 2 3

4
,
2
0
0

5
,
9
5
0

5
,
2
0
0

6
,
9
0
0

2
,
4
5
0

1
,
7
5
0

13,100450

1
,
7
5
0

5
,
1
5
0

5,700 7,400

2,100 1,500 600 1,500

5,700 7,400

465

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

2
,
9
0
0

450

250200

玄 関

研修室

食　堂

機械室

UP

2
2
,
2
5
0

A

B

C

D

E

1 2 3

4
,
2
0
0

5
,
9
5
0

5
,
2
0
0

6
,
9
0
0

2
,
4
5
0

1
,
7
5
0

13,100450

1
,
7
5
0

5
,
1
5
0

5,700 7,400

2,100 1,500 600 1,500

5,700 7,400

465

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

2
,
9
0
0

450

250200

玄 関

研修室

食　堂

食品庫

休憩室

機械室

UP

休憩室

食品庫

ホール

1

1

1

1

[A402]

[C204] 4

2

埋込

2

[C204]

台数

2

厨  房

台数

2

1

ホ ー ル

[E]

【凡例】

：建築天井改修範囲を示す

【凡例】

：建築天井改修範囲を示す

埋込 11IL20[E非常]

既設設備再使用部分を示す

改修前１階平面図　SC=1/100 改修後１階平面図　SC=1/100

厨 房

[A402]

厨 房

[C204]再取付
ホール

[C204]再取付

[E非常]

[C204]

撤去器具リスト

備考

撤去処分

撤去処分

取外し再取付

[C204]

[E]

記号

[A402]

[A402]再取付

[A402]

記号

[A402]再取付

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359

R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425電灯設備１階平面図（改修前後）
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改修前２階平面図　SC=1/100 改修後２階平面図　SC=1/100
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女子宿泊室40帖

男子宿泊室32帖

押入 押入 押入 押入

押入押入押入押入

押入

押入

踏込

ホール

踏込

踏込

3

3

1

3

3

3

1

3

RAS

職員宿泊室

既設設備を示す

2.0

E1.6IV 1.6 x 2 (19)

IV 1.6 x 3 (19)

電線、ケーブルは撤去、配管は可能な限り撤去すること

RAS

O.B

O.B

[A401]x2

[B201]x2

[A401]x2

[B201]x2

記号 出力(W) 灯数 形状 台数

撤去器具リスト

FL40 1 直付け[A401] 4

[B201] FL20 壁付1

女子便所

シャワー室

職員宿泊室

洗面室

シャワー室

男子便所

リネン室

職員宿泊室

洗面室

O.B
ｺﾝｾﾝﾄ設備供用

ｺﾝｾﾝﾄ設備供用
O.B

EM-EEF 1.6-2C+3C

EM-EEF 2.0-3C

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-3C,E1.6

男子便所

記号 台数

2

男子便所

[B]

[C] 4

記号 台数

2[B]

[C] 5

既設設備再使用部分を示す

4

洗面室

シャワー室

職員宿泊室

リネン室

シャワー室
洗面室

女子便所

女子便所

踏込

鏡灯電源配線は既設壁内配管流用のこと

鏡灯電源配線は既設壁内配管流用のこと

男子宿泊室32帖

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359
R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425電灯設備２階平面図（改修前後）
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改修後２階平面図　SC=1/100
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DN

研修室10帖

女子宿泊室40帖

押入 押入

押入押入

押入

押入

踏込

ホール

シャワー室

シャワー室

洗面室

洗面室

踏込

踏込

リネン室

2
1

職員宿泊室

職員宿泊室

女子便所

EM-CE 5.5ﾛ - 3C,E2.0 (MMA)

2.0O.B

O.B

ET

ET

ET ETO.BO.B

O.B

O.B

O.B

ET

2
.
0

擬音装置用

１

150150

3,200

洋式便器用ｺﾝｾﾝﾄ（本工事）

擬音装置用 擬音装置用

洋式便器新設（2ヵ所）（管工事）

擬音装置用

Ｄ

4
0

1
,
1
2
0

4
0

6
0
0

5
6
0

1
,
1
5
0

150

PS点検口　既存のまま

既存木枠　UC塗

1
,
1
9
0

4,800

2,950 1,350 500

セミナーハウス２階女子便所

2
.
0

2
.
0

2
.
0

洋式便器新設（2ヵ所）（管工事）

洋式便器用ｺﾝｾﾝﾄ（本工事）

壁面溝はつり(本工事）仕上(建築工事)

既設設備を示す

2.0

壁面露出立下りは、はつり補修(建築工事)(PF管)にて保護のこと。

EM-EEF 2.0-3C

2.0 2.0

2
.
0

2
.
0

L - 2WC

既設L-2

男子便所

2
.
0

2.0

擬音装置用

はつり補修

はつり補修

はつり補修

男子宿泊室32帖

はつり補修

はつり補修

既設点検口

既設点検口

2.0

押入
押入

押入
押入

図面番号 通し番号工事名

徳島県県土整備部営繕課 (株 )林 建 築 事 務 所

設計 竣工 縮尺図面名 〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301 TEL：088-654-0359

R6.06 一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹 FAX：088-623-7425コンセント設備２階平面図（改修後）
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男子宿泊室天井裏チェック用
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150 150

120

化粧棚

PS点検口　既存のまま

擬音装置用

洋式便器用ｺﾝｾﾝﾄ（本工事）

擬音装置用

4,800

セミナーハウス２階男子便所

洋式便器新設（2ヵ所）（管工事）

壁面溝はつり(本工事）仕上(建築工事)

Ｒ７営繕　海部高等学校　海・大里　トイレ改修工事



工事名：Ｒ８営繕 海部高等学校 海・大里 トイレ改修工事

Ⅲ． 機械設備工事特記仕様書      
１章 一般共通事項

１． 技能士

技能士の適用については、次の技能検定作業（以下「作業」という。）のうち、各工事毎に適用する作業を指定するものとする。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

〇

・

・

(注) 表中○印の入った作業に係る技能士を本工事で活用する。

２． 機材の品質等

① 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等のものとする。ただし、同等のものを使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

②

1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

3) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

4) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

5) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

③ 機器類は、図示する形状又は配管などの取出し位置等により、特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない。

④ 機材の検査に伴う試験については、 標仕 <1>1.4.5により行う。また、製造者において試験方法を定めている項目については、 試験要領書を提出する。

鋳鉄製ふた マンホールふた、 弁桝ふた

タンク
FRP製パネルタンク、 ステンレス鋼板製パネルタンク(溶接組立形、 ボルト組立形)、密閉形隔膜式膨脹タンク(給湯用)
密閉形隔膜式膨脹タンク(給湯用)

消火装置 スプリンクラー消火システム、 不活性ガス消火システム、 泡消火システム、ハロゲン化物消火システム

厨房機器 厨房システム

ダクト付属品 吹出口・吸込口、風量ユニット（定風量・変風量）

自動制御 自動制御システム

衛生器具ユニット 衛生器具ユニット

全熱交換器 全熱交換器（回転形・静止形）、全熱交換ユニット

送風機類 遠心送風機（多翼形送風機）、斜流送風機、軸流送風機、消音ボックス付送風機

ポンプ類 横形遠心ポンプ、水中モーターポンプ、立形遠心ポンプ

冷却塔 冷却塔

空気調和機
ユニット形空気調和機、ファンコイルユニット（カセット形含む）
コンパクト形空気調和機、パッケージ形空気調和機、マルチパッケージ形空気調和機ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

空気清浄装置 エアフィルター（パネル形、折込み形、袋形）、自動巻取形エアフィルター、電気集塵器

ボイラー
鋼製簡易ボイラー（簡易貫流ボイラー含む）、鋳鉄製ボイラー（鋳鉄製簡易ボイラー含む）
鋼製小型ボイラー（小型貫流ボイラー含む）、鋼製ボイラー

温水発生機 真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）、無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

冷凍機 チリングユニット（空気熱源ヒートポンプユニット含む）、吸収冷温水機、吸収冷温水ユニット、遠心冷凍機

下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の①から⑤の事項を満たすものとし、証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたものを示す書面を提出して監督
員の承諾を受ける。

品名 機  材  名  ・  注  記

植栽 造園 造園工事作業

機械設備 冷凍空気調和機器施工 冷凍空気調和機器施工作業

カーテン工事作業

木質系床仕上げ工事作業

表装 表具作業  壁装作業

配管 配管 建築配管作業

ガラス工事作業

塗装 塗装 建築塗装作業

内装

内装仕上げ施工

プラスチック系床仕上げ工事作業

カーペット系床仕上げ工事作業

鋼製下地工事作業

ボード仕上げ工事作業

左官 左官 左官作業

建具 建具製作 木製建具手加工作業

木製建具機械加工作業

サッシ施工 ビル用サッシ施工作業

ガラス施工

屋根及びとい 建築板金  内外装板金作業

かわらぶき かわらぶき作業

金属 建築板金  内外装板金作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ常温粘着工法防水工事作業

FRP防水工事作業

タイル タイル張り タイル張り作業

木 建築大工  大工工事作業

防水 防水施工

アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

 アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

 塩化ビニル系シート防水工事作業

 セメント系防水工事作業・

 シーリング防水工事作業

 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

型枠 型枠施工  型枠工事作業

鉄骨 鉄工 構造物鉄工作業

鉄筋 鉄筋施工  鉄筋組立て作業

コンクリート コンクリート圧送施工  コンクリート圧送工事作業

工事種目 技能検定職種 技  能  検  定  作  業

仮設 とび とび作業

技能士は、職業能力開発促進法による一級又は二級技能士の資格を有する者とし、資格を証明する資料を監督員に提出すること。技能士は適用する工事作業中、1名以上の者が自ら
作業するとともに、他の技能者に対して施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。

技能士は、氏名、検定職種、技能士番号等、県が指定した内容を記載した名札等により、資格を明示するものとする。なお、指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとす
る。

機特ｰ01 機械設備工事特記仕様書(1)設計者情報：株式会社 林建築事務所 管理建築士 林 茂樹 番号 第100387号

工事名：Ｒ８営繕 海部高等学校 海・大里 トイレ改修工事

２章 共通工事

１． 配管工事

① 配管材料については、次表による。

○

○

○

(注) 表中○印のある配管材料を本工事に適用する。

② 配管の吊り及び支持は、「標仕」及び「標準図」に従い行う。（標仕<2>2.6.1、<2>2.6.3）     

③ 水圧試験、漏水試験、気密試験等は配管途中若しくは隠ぺい、埋め戻し前又は配管完了後の塗装又は保温施工前に行う。（標仕<2>2.9.1）

２． 保温・塗装工事

① 保温工事

・ 建物内エア抜き管の保温（エア抜き弁以降の配管は除く）は、標仕<2>3.1.4の温水管の項による。

・ 給水管の床下、暗渠内及び屋外露出部分は、ポリスチレンフォーム保温材とする。                               

② 塗装工事

・ 次に指定する部分の露出する配管、ダクト、支持金物、架台等のうち亜鉛めっき面及び合成樹脂面の塗装は行わない。 

（ 屋内隠ぺい部分 ・ ）

・ 機械室、隠ぺい部を除く露出する電線管、支持金物、架台等は塗装を行う。

・ 屋内、屋外及びピット内の支持金物等のうち、ステンレス製、溶融亜鉛めっき製及び溶融亜鉛めっき(HDZT49)と同等の耐食性能を有する製品は、原則塗装不要とする。

・ 硬質塩化ビニル管にカラーパイプを使用する場合は、 塗装を省略することが出来る。

３． その他共通事項

① 支持金物等

・ 屋外及びピット内の支持金物等は、ステンレス製、溶融亜鉛めっき製(HDZT49以上)及び溶融亜鉛めっき(HDZT49)と同等の耐食性能を有する製品の何れかを使用する。

② 用途等の表示

・

③ 制御配線、計装配線等

・ 使用する電線及びケーブルは、標仕<4>1.5.1 表4.1.11による他、製造者の標準仕様による。なお、EM電線、EMケーブルを選択するよう努める。

機器には名称及び記号を、配管及びダクトには、識別表示・用途・流れ方向を記入する。（標仕 <1>1.7.4）
なお、屋外及び水気のある場所（弁桝内等を含む）での機器の名称・配管識別表示等については、塗装書き又は耐候シートとし、バルブの状態表示を示す表示札等については、合
成樹脂製又はアクリル製で文字等がシルク印刷又はエッチング加工されたものとする。

ガ  ス
（地中埋設）
（地中埋設）

配管用炭素鋼鋼管(白) JIS G 3452 SGP

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(黒)

ガス用ポリエチレン管 JIS K 6774 SGP

架橋ポリエチレン管 JIS K 6769

消  火
（地中埋設）

配管用炭素鋼鋼管(白) JIS G 3452 SGP

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管 WSP 041 SGP-VS

ポリブテン管 JIS K 6778

耐熱性硬質塩化ビニル鋼管 JIS K 6776 HTVP

給  湯

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 JWWA K 140 SGP-HVA (管端防食継手)

配管用ステンレス鋼管 JIS G 3459

一般配管用ステンレス鋼管 JIS G 3448 SUS304

排水
（地中埋設）

硬質ポリ塩化ビニル管 JIS K 6741 VP

下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管 JIS K 9797 RS-VU

排水・通気

硬質ポリ塩化ビニル管 JIS K 6741 VP

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管 WSP 042 DVLP

排水・通気用耐火二層管

水道配水用ポリエチレン管 JWWA K 144 EF継手

給水用高密度ポリエチレン管
PWA 005
JP K 002

配管用ステンレス鋼管 JIS G 3459

水道用ポリエチレン二層管 JIS K 6762 ①W又は②W
給  水
（地中埋設）

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管 JIS K 6742 HIVP

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 JWWA K 116 SGP-VA (管端防食継手)

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 JWWA K 116 SGP-VD (管端防食継手)

空調用排水
（屋内）

硬質ポリ塩化ビニル管
JIS K 6741
又は6742

VP(30φ以下はJIS K 6742
を使用してもよい)

結露防止層付硬質ポリ塩化ビニル管

油・油用通気 配管用炭素鋼鋼管(黒) JIS G 3452 SGP

冷  媒 冷媒用断熱材被覆銅管 JCDA 0009 ポリエチレン保温材（難燃性）

蒸気（往) 配管用炭素鋼鋼管(黒) JIS G 3452 SGP

蒸気（還） 圧力配管用炭素鋼鋼管(黒管 Sch 40) JIS G 3454 STPG370

膨張・空気抜・
補給水

配管用炭素鋼鋼管(白) JIS G 3452 SGP

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 JWWA K 140 SGP-HVA(管端防食継手)

SUS304

一般配管用ステンレス鋼管 JIS G 3448 SUS304

冷却水 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 JWWA K 116 SGP-VA (管端防食継手)

備    考

冷水・温水・
冷温水

配管用炭素鋼鋼管(白) JIS G 3452 SGP

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 JWWA K 140 SGP-HVA(管端防食継手)

配管用ステンレス鋼管 JIS G 3459

用途 名         称 番  号

機特ｰ02 機械設備工事特記仕様書(2)設計者情報：株式会社 林建築事務所 管理建築士 林 茂樹 番号 第100387号



工事名：Ｒ８営繕 海部高等学校 海・大里 トイレ改修工事

３章 衛生器具設備

１． 施工

①

②

③  衛生器具と排水管の接続は、標準図［施工65］大便器、小便器、洗面器及び掃除流しとビニル管接続要領による。

４章 給水設備

１． 配管材料等

① ビニル管の接合方法は（ ・ ）とする。     

② 特記なき給水管の最小管径は呼径20とする。                      

２． 弁類

① 弁類で、公営水道に直結する配管に使用するものはJIS-10Kとし、高置水槽以降の配管に使用するものはJIS-5Kとする。  

５章 給湯設備

１． 配管材料等

湯沸器、給湯機廻りの付属配管等は製造者の標準品とする。

衛生器具をコンクリート又はれんが壁に取り付ける場合は、エキスパンションボルト又は樹脂製プラグを使用し、木れんがの場合は、防腐剤を塗布したものを壁体に埋込む。
（標仕<5>2.1.1）

衛生器具をコンクリートブロック壁面に取り付けする場合は、補強のため取付部分のブロック内の空洞部分をモルタル等で埋める。また、間仕切り壁等の場合は、壁内に補強材を取り付ける。
（監理指針<5>2.1.1）

接着接合  ゴム輪接合（直管以外の継手部には離脱防止金具取付とする）

機特ｰ03 機械設備工事特記仕様書(3)設計者情報：株式会社 林建築事務所 管理建築士 林 茂樹 番号 第100387号



(株 )林 建 築 事 務 所

一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹

TEL：088-654-0359

FAX：088-623-7425

〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301

徳島県県土整備部営繕課

縮尺

図面番号工事名

図面名設計 竣工

R6.07 R0.00

通し番号

M01

1:500
付近見取図・配置図

工事場所：徳島県立海部高等学校
住所：徳島県海部郡海陽町大里字古畑５８－２

海部高等学校

海南小学校

海南郵便局

阿
波

室
戸

シ
ー

サ
イ

ド
ラ

イ
ン

阿
波

海
南

駅
国

道
5
5

県
道

2
9
9

付近見取図

◎受注者は，工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について工事（仮囲い等仮設材設置を含む）

　着手までの調査を行い，「支障物件確認書」を監督員に提出し，監督員の確認を受けてから工事着手すること．

◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，当該埋設物の種類，

　位置（平面・深さ），規格，構造等を確認しなければならない．

◎受注者は，工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し，支障を及ぼさないような措置を施さ

　なければならない．万一，損傷を与えた場合は，ただちに監督員に報告するとともに，施設の運営に支障がないよう

　受注者の負担でその都度補修又は補償すること．

【特記事項】

100m

UP

UP

スロープ

UP

UP UP
UP

UP

UP

UP

UP

スロープ

植込み
+941

+941

+600

+600

+600

+600

+641

+546

+672

+672

+626

+641

+600

+500

植込み

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下棟

ピロティ

渡
り

廊
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食堂

町
道

道
路

フェンス

門

フ
ェ

ン
ス

門

保有　578㎡

門

ブロック塀

キュービクル

ポンプ室

記念碑

植込み

スロープ

UP

植込み

スロ－プ スロ－プ

植込み植込み

スロープ

スロープ

4,
40
0

プロパン庫

渡り廊下

身障者用便所ＥＶ棟

体育館渡り廊下

東側渡り廊下

体育館

小体育館

格技場

部室棟

教室棟

普通特別教室棟

教室・管理棟

4,500

ブロック塀

ブロック塀

自転車置場

BM± 0

民家

民家
5,745

5,
85
0

5,000

5,000

4
,
1
0
0

4,000

6
,
0
0
0

寮

道
路町
道

町道

+600

+600

+300

+300

民家

駐
車

場

+400

+150

-36

+300

+350

民家

道
路

道路

+500
+818

校歌石碑校訓石碑

門

門

植込

植込

整地（土）

 内数値は、ＢＭ（正門前）よりの高さを示す

 は、本工事範囲を示す

校内集団宿泊

訓練棟

配置図・支障物件図　1/600
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参考品番
　：TOTO

名　　　称

新 設 器 具 表

参考品番
　：LIXIL

国交省対象
　　JIS記号

付　属　品　及  び　仕　様（※便宜上ＴＯＴＯ品番としている）

洋風便器 CS597BS SH596BAR　TCF116　YH702：タンク式　暖房便座(AC100V-52W)・棚付二連SUS紙巻器C1200S

女

子

便

所

男

子

便

所

３ ２

小便器 UFS900R U-A51AP U620

擬音装置 -----YES402R 露出タイプAC100V-1W

：低ﾘｯﾌﾟ・自動洗浄(AC100V-0.5W)節水タイプ －

３ ２

２

-----カウンター式洗面器 ----- 建築工事(配管接続調整は本工事)：洗面ﾎﾞｳﾙｘ2・自動水栓----- １ １

SK22A

化粧鏡

S-202A

-----

-----

建築工事：ﾌﾘｰｻｲｽﾞ-----

掃除流し

-----

T23AEQ20C　T37SGEP　TN114　T9R　TK22：壁給水

１

１

１

１

----------

----------

可動式手すり

Ｌ型手すり

-----

-----

建築工事

建築工事

小便器用手すり 建築工事

掃除用水栓

-----

-----

-----

-----

-----

----- ：吐水口回転式

－ －

－ －

－ －

－ －

数　量

５

５

２

２

２

２

－

－

－

－

参考品番
　：TOTO

名　　　称

撤 去 器 具 表

数　量

女

子

便

所

男

子

便

所

和風便器

小便器

紙巻器 -----

－

－

２

２

４

４

３仕切板 A100

U23：壁掛

６

６

３ ３

３

掃除流し SK22A

水石鹸入れ

-----掃除用水栓

洗面器

-----

小便器用手すり

Ｌ型手すり

Ｉ型手すり 建築工事

建築工事

建築工事

建築工事鏡

－

－－

－

－

－－

－

－－

L220D：単水栓

２

２ ２

１ １

２

４

２

－

－

－

－

４

－

(株 )林 建 築 事 務 所

一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹

TEL：088-654-0359

FAX：088-623-7425

〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301

徳島県県土整備部営繕課

縮尺

図面番号工事名

図面名設計 竣工

R6.07 R0.00

通し番号

NO SCALE

M02

器具表・系統図
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5

7
5

1
0
0

7
5

7
5

1
0
0

7
5

7
5

50 50

GV50GV50

50
50 50

改修前系統図 改修前系統図

図示　　　は既設のままを示す。

図示　　　は既設配管切断位置を示す。

図示　　　は既設配管撤去を示す。

（撤去後の配管穴埋め補修共） 図示　　　は既設のままを示す。

図示　　　は既設配管に接続を示す。

図示の実線配管は新設を示す。

２階 ２階

建築工事:C375VF:FV
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【凡例】

：改修範囲を示す

女子便所

２階平面図　SC=1/100１階平面図　SC=1/100

(株 )林 建 築 事 務 所

一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹

TEL：088-654-0359

FAX：088-623-7425

〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301

徳島県県土整備部営繕課

縮尺

図面番号工事名

図面名設計 竣工

R6.07 R0.00

通し番号

M03

1:100
１～２階平面図（改修後）
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(株 )林 建 築 事 務 所

一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹

TEL：088-654-0359

FAX：088-623-7425

〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301

徳島県県土整備部営繕課

縮尺

図面番号工事名

図面名設計 竣工

R6.07 R0.00

改修前

改修前

改修後

改修後

1:50
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図示　　　は既設のままを示す。

図示　　　は既設配管に接続を示す。

図示の実線配管は新設を示す。

配管貫通用コア抜きは本工事。

女子便所平面詳細図　S=1/50 女子便所平面詳細図　S=1/50

図示　　　は既設のままを示す。

図示　　　は既設配管に接続を示す。

図示の実線配管は新設を示す。

配管貫通用コア抜きは本工事。

男子便所平面詳細図　S=1/50 男子便所平面詳細図　S=1/50

図示　　　は既設のままを示す。

図示　　　は既設配管切断位置を示す。

和風便器撤去後の開口補修は建築工事

図示　　　は既設配管撤去を示す。

（再接続が無い場合はキャップ止め若しくは穴埋め補修）

（撤去後の配管穴埋め補修共）

図示　　　は既設のままを示す。

図示　　　は既設配管切断位置を示す。

和風便器撤去後の開口補修は建築工事

図示　　　は既設配管撤去を示す。

（再接続が無い場合はキャップ止め若しくは穴埋め補修）

（撤去後の配管穴埋め補修共）

通気管

汚水･排水管

撤去配管材
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配管内流体の流れ方向

給湯管

給水管
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配管内流体の流れ方向
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女子・男子便所平面詳細図（改修前後）



備     考記　号 機 器 名 称 仕　　　　　　　様 台数

φ - V

動　　力

1-100

風量

Ｗ
消費電力

１

　　特記事項

新設機器表

ダクト用換気扇

ＤＦ
ダクト径

深形パイプフード(SUS製･ｷﾞｬﾗﾘ付)　天吊金具　他付属品共

　１．消費電力は参考値とする。

4,
8
0
0

Ａ

１

2,850

4
,
30
0

5
0
0

4
,
8
0
0

Ｄ

１

3,200

ＤＦ
１

ＤＦ
１

100

100

ＤＦ
１

ＤＦ
１

100

100

100φ

４23.0

男子便所平面詳細図　S=1/50

換気ﾀﾞｸﾄはスパイラルダクト(亜鉛鉄板製)

女子便所平面詳細図　S=1/50

換気ﾀﾞｸﾄはスパイラルダクト(亜鉛鉄板製)

ﾀﾞｸﾄ貫通口斫り補修

ﾀﾞｸﾄ貫通口斫り補修

天井埋込形サニタリー用　低騒音形　大風量タイプ

 220ｍ3／ｈ（開放風量）

(株 )林 建 築 事 務 所

一級建築士登録：第100387号 　林 茂樹

TEL：088-654-0359

FAX：088-623-7425

〒770-8063　徳島市南二軒屋2丁目3-3-301

徳島県県土整備部営繕課

縮尺

図面番号工事名

図面名設計 竣工

R6.07 R0.00

通し番号

M05

1:50
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※注記　建物外部フード取付用に高所作業車を見込むこと。

換気設備　女子・男子便所平面詳細図
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【凡例】
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支障物件確認図　１・２階平面図（改修前）
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●セミナーハウス

２階男子便所
承認図・施工図・使用材料チェック

撤去工事

２階女子便所
承認図・施工図・使用材料チェック

撤去工事

※便所使用中止

※便所使用中止

床､躯体､下地工事 内装改修工事 手直し工事･検査

床､躯体､下地工事 内装改修工事 手直し工事･検査

工
事
終
了

鉄筋コンクリート造２階建

海部郡海陽町大里字古畑５８－２

※実際の工程については、施設管理者と協議の上、決定する。


